
〇
除
夜
の
鐘
・
元
旦
会

２
０
２
３
年
１
２
月
３
１
日
（
日
）

午
後
１
１
時
頃

～

小
ぶ
り
の
鐘
を
叩
き
ま
す
。
午
前
０
時
を
過
ぎ
た
ら
、
正
信
偈
の
お
勤
め

〇
西
覚
寺
初
詣
（
新
春
法
話
会
）

2
0
2
４
年
1
月
２
日
（
火
）

午
前
十
一
時
～

初
詣
は
西
覚
寺
に
も
。
新
年
を
迎
え
て
初
め
て
の
正
信
偈
を
ご
一
緒
に

〇
春
季
彼
岸
会

３
月
１
６
日
（
土
）

午
後
１
時
半
～

法
話

梅
山
暁

師

（
三
重
県
・
本
願
寺
派
布
教
使
・
節
談
説
教
）

〇
永
代
経
法
要

4
月
２
５
日
（
木
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

小
山
興
圓

師

（
真
宗
大
谷
派
・
野
寺
本
證
寺
住
職
）

〇
花
ま
つ
り
（
お
釈
迦
様
の
お
誕
生
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
）

５
月
２
５
日
（
土
）

午
前
１
０
時
～
午
後
４
時
頃

お
子
様
・
お
孫
様
連
れ
で
お
参
り
下
さ
い
。

〇
初
参
式
並
び
に
小
学
校
入
学
祝
い
の
会

６
月
２
日
（
日
）

午
後
２
時
～

お
子
様
・
お
孫
様
の
お
誕
生
や
小
学
校
へ
の
入
学
な
ど
、
そ
の
節
目
に

ご
家
族
一
緒
に
阿
弥
陀
さ
ま
に
お
参
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

〇
盂
蘭
盆
会
・
物
故
者
追
悼
法
要

７
月
１
４
日
（
日
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

三
宮
亨
信

師

（
滋
賀
県
・
本
願
寺
派
布
教
使
・
元
専
任
講
師
）

※
午
後
の
物
故
者
追
悼
法
要
は
、
２
０
２
３
年
６
月
以
降
に
御
往
生
さ
れ

た
方
を
対
象
に
勤
ま
り
ま
す
。
ご
家
族
の
方
は
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。

〇
秋
季
彼
岸
会

9
月
2
３
日
（
月
・
振
替
休
日
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

井
上
見
淳

師

（
本
願
寺
派
司
教
・
龍
谷
大
学
准
教
授
）

〇
報
恩
講
法
要

１
１
月
２
4
日
（
日
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

植
田
豊

師

（
和
歌
山
県
・
本
願
寺
派
布
教
使
）
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報
恩
講
法
要
の
ご
案
内

●

日
に
ち

十
一
月
二
十
六
日
（
日
）

●

午
前
の
部

午
前
十
時
半

～

正
午
頃

内
容

・
お
勤
め
（
正
信
偈
六
首
引
き
）

・
御
伝
鈔
拝
読
（
上
巻
一
・
二
段
）
・

ご
法
話

※
「
お
斎
」
、
あ
り
ま
す
！

●

午
後
の
部

午
後
一
時
半
～
午
後
三
時
頃

内
容

・
お
勤
め
（
正
信
念
仏
偈
作
法
第
二
種
）

・
御
伝
鈔
拝
読
（
上
巻
一
・
二
段
）

・
ご
法
話

●

布
教
使

松
林

尚
真

師
（
滋
賀
県
・
ベ
テ
ラ
ン
）

松
林
先
生
は
、
4
年
ぶ
り
の
ご
法
話
に
な
り

ま
す
。
オ
ル
ガ
ン
を
弾
き
な
が
ら
、
仏
教
讃
歌

（
恩
徳
讃
・
真
宗
宗
歌
・
み
仏
に
い
だ
か
れ
て
）

を
交
え
つ
つ
お
話
く
だ
さ
い
ま
す
。

●

持
ち
物

マ
ス
ク
着
用
推
奨
（
換
気
を
し
な
い
た
め
）

お
念
珠
、
門
徒
式
章
（
お
持
ち
の
方
）
、

御
仏
前
（
受
付
に
お
渡
し
下
さ
い
）

☆

報
恩
講
に
お
参
り
下
さ
っ
た
皆
様
に
、
本
願
寺
発
行
の

「
2
0
2
４
年
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
お
配
り
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
必
ず
暖
か
い
服
を
着
て
御
参
拝
下
さ
い
。

２
０
２
４
年

年
間
法
要
予
定
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☎
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浄
土
真
宗
本
願
寺
派

西
覚
寺

◆

 

住
職
の
一
言
コ
ー
ナ
ー

◆

先
日
、
本
堂
に
掃
除
機
を
か
け
て
い

ま
し
た
。
使
っ
て
い
る
掃
除
機
は
、

「
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
」
を
検
知
す
る
と

光
っ
て
教
え
て
く
れ
る
仕
様
の
も
の
で

す
。
し
っ
か
り
と
畳
の
目
を
見
な
が
ら

掃
除
機
を
か
け
ま
す
。
ご
み
や
ち
り
、

髪
の
毛
な
ど
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
掃

除
機
を
か
け
ま
す
。
た
だ
、
し
っ
か
り

見
て
ご
み
と
わ
か
る
よ
う
な
も
の
が
落

ち
て
い
な
い
場
所
で
も
、
先
述
し
た
掃

除
機
の
セ
ン
サ
ー
は
光
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
私
に
は
見
え
て
い
な
か
っ
た

「
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
」
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

た
だ
、
こ
れ
は
私
た
ち
人
生
で
も
同

じ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
「
こ
れ
は

失
敗
し
た
な
」
と
わ
か
っ
て
い
る
罪
と
、

罪
を
犯
し
た
こ
と
自
体
に
気
づ
い
て
い

な
い
と
い
う
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
２
０
２
３
年
も
終
わ
り
ま

す
。
今
年
も
一
年
、
皆
様
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
時
に
は
、
ご
無
礼
・
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
ご
無
礼
に
私
が
気
づ
い
て
い
れ
ば

ま
だ
い
い
の
で
す
が
、
気
づ
か
ぬ
う
ち

の
ご
無
礼
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

住
職

拝
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☆

除
夜
の
鐘
・
元
旦
会

●

日
に
ち

十
二
月
三
十
一
日
（
日
）

●

時
間

鐘
つ
き
は
、
午
後
十
一
時
頃
か
ら

日
付
変
わ
っ
た
ら

正
信
偈
の
お
勤
め
を
し
ま
す
。

※

ご
存
知
の
通
り
、
西
覚
寺
に
は

大
き
な
鐘
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

実
は
、
小
さ
な
鐘
な
ら
あ
る
ん
で
す
。

甘
酒
や
お
酒
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆

初
詣
・
新
春
法
話
会

●

日
に
ち

一
月
二
日
（
火
）

●

時
間

午
前
十
一
時
～
正
午

・
正
信
偈
の
お
勤
め

・
法
話

〇

持
ち
物

お
念
珠
、

門
徒
式
章
（
お
持
ち
の
方
）

※

甘
酒
や
ビ
ー
ル
、
お
酒
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
暖
か
い
服
装
で
御
参
拝
下
さ
い
。

定
例
法
座
（
連
続
法
話
会
）

●

開
催
日

・
１
２
月
９
日

（
土
）

・
２
月

１
７
日
（
土
）

・
４
月

７
日

（
日
）

・
６
月

９
日

（
日
）

・
８
月

１
７
日
（
土
）

●

時
間

午
後
二
時
～
午
後
三
時

●

内
容

お
勤
め

「
ら
い
は
い
の
う
た
」

そ
の
後
、
法
話

●

ご
講
師

内
田
正
祥
師
（
三
重
県
）

●

テ
ー
マ

『
浄
土
真
宗
っ
て
な
あ
に
？
』

前
回
の
お
話
は
、
私
た
ち
浄
土

真
宗
が
大
切
に
し
て
い
る
、

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
に
つ
い
て

お
話
下
さ
い
ま
し
た
。
次
回
以

降
は
「
お
浄
土
っ
て
な
あ
に
」

「
仏
さ
ま
の
智
慧
っ
て
？
」

「
仏
さ
ま
の
お
慈
悲
っ
て
？
」

な
ど
。
皆
様
で
ご
一
緒
に
、
改

め
て
浄
土
真
宗
の
こ
と
、
イ
チ

か
ら
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

●

持
ち
物

お
念
珠
、

門
徒
式
章

（
お
持
ち
の
方
）

マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

各
自
の
ご
判
断
で
。
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